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determination theory； Deci & Ryan, 1985； 




































































































































Table 1　友人関係への動機づけに関する因子分析結果（最尤法   promax回転後）
Fac Ⅰ Fac Ⅱ Fac Ⅲ Fac Ⅳ
内発的選択（α＝ .947）
友人と一緒にいるのは楽しいから .988 -.049 .007 -.025
友人と一緒にいると楽しい時間が多いから .900 .067 -.032 .016
友人と親しくなるのはうれしいことだから .875 -.006 .039 .032
友人と話すのはおもしろいから .818 .076 -.008 -.017
同一化的選択（α＝ .855）
友人関係は自分にとって意味のあるものだから -.053 .967 -.050 .062
友人といることで幸せになれるから .102 .775 -.095 .107
友人と一緒に時間を過ごすのは重要なことだから .011 .729 .156 -.110
友人のことをよく知るのは価値のあることだから .103 .565 .086 .018
取り入れ的選択（α＝ .771）
友人がいないと後で困るから -.010 -.104 .818 -.084
友人と親しくしておくべきだから .062 .177 .635 -.206
友人の方から話しかけてくるから .063 -.011 .608 .111
友人がいないと不安だから -.093 .201 .598 .033
友人関係を作っておくようにまわりから言われるから -.061 -.251 .465 .241
友人がいないのは恥ずかしいことだから .039 -.018 .451 .184
外発的選択（α＝ .789）
一緒にいないと友人が怒るから .011 .062 -.057 .934
親しくしていないと友人ががっかりするから .001 .035 .156 .738
因子相関 Fac Ⅰ .652 .050 -.348

















Table 2   学習動機づけに関する因子分析結果（最尤法   promax回転後）
Table 3   自尊感情に関する因子分析結果（最尤法   promax回転後）
Fac Ⅰ Fac Ⅱ Fac Ⅲ Fac Ⅳ
同一化的動機づけ（α＝ .892）
自分のためになると思うから .902 -.033 .058 -.003
今勉強しておかないと後で困るから .897 .073 .041 -.081
勉強すべき大切な内容だと思うから .757 -.021 .022 .167
勉強内容が将来役立つと思うから .740 -.057 .021 -.027
希望する職業に必要だから .559 -.027 -.153 .181
外発的動機づけ（α＝ .843）
勉強しないと親がうるさいから .049 .847 -.052 -.017
他人に勉強しろと言われるから -.103 .814 -.064 .025
勉強しないと先生にしかられるから .001 .718 .161 .062
内発的動機づけ（α＝ .811）
新しい知識を得るのが楽しいから .111 .051 .889 -.288
授業の内容が楽しいから -.044 -.050 .746 .215
勉強することが楽しいから -.148 -.006 .583 .363
取り入れ的動機づけ（α＝ .789）
良い成績を取りたいから .024 -.135 -.012 .800
勉強しないと不安だから .103 .128 .026 .573
学生なので勉強するのがあたりまえだから .121 .163 -.097 .534
因子相関 Fac Ⅰ -.044 .171 .423
Fac Ⅱ .062 .171
Fac Ⅲ .519
Fac Ⅳ







私は何かにつけて自分は役に立たない人間だと思う * .024 .755
私は自分のことを敗北者だと思うことがよくある * .077 .666
自分が全くダメな人間だと思うことがある * -.014 .589
自分には自慢できるところがあまりない * -.289 .483
























































































クラスタⅠ クラスタⅡ クラスタⅢ クラスタⅣ
（17 名） （55 名） （39 名） （28 名） F 値 多重比較
（友人選択） 平均（ SD） 平均（ SD） 平均（ SD） 平均（ SD）
内発的選択 3.78（.41） 3.71（.619） 3.44（.59） 3.79（.42） 3.86* Ⅲ＜Ⅳ
同一化的選択 3.60（.48） 3.48（.60） 3.17（.59） 3.60（.50） 4.92** Ⅲ＜Ⅰ , Ⅳ
取り入れ的選択 2.59（.57） 2.32（.59） 2.45（.68） 2.44（.54） 1.06
外発的選択 1.50（.75） 1.26（.42） 1.55（.56） 1.23（.48） 3.96* Ⅱ＜Ⅲ
（自尊感情）
自己肯定感 2.76（.82） 2.51（.52） 2.13（.52） 2.69（.50） 8.56*** Ⅲ＜Ⅰ , Ⅱ , Ⅳ
自己存在感 1.97（.65） 2.37（.71） 2.33（.54） 2.58（.72） 4.30** Ⅰ＜Ⅳ
学習動機 RAI -.06（2.27） 2.25（1.51） .68（1.51） 3.80（1.58） 28.8*** Ⅰ , Ⅲ , ＜Ⅱ＜Ⅳ
友人選択動機 RAI 4.72（2.35） 5.22（2.12） 3.76（2.30） 5.38（1.71） 4.49** Ⅲ＜Ⅱ , Ⅳ
（16 名） （53 名） （35 名） （26 名）
仮想的自己有能感 2.41（.63） 2.21（.53） 2.29（.49） 2.06（.62） 1.59
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